




















① その母その子 （無署名） 父・娘を含むキュリー家の逸話
② キュリー夫人 （無署名） エーヴの回想（逸話）
③ マリーの勉強～キュリー夫人 （無署名） 伝記（パリ遊学まで）
④ キュリー夫人 野村純三 伝記（生涯記）




① キュリー夫人伝（A） E.キュリー 伝記（夫の死とソルボンヌでの初講義）
② キュリー夫人伝（B） E.キュリー 伝記（ラジウムの単離）
③ 希望の門出 水島あやめ 伝記（姉の遊学から自身のパリ遊学まで）
④ 倉庫住まいの四年間 （無署名） 伝記（ラジウムの単離）
⑤ キュリー夫人 清閑寺健 伝記（姉の遊学からノーベル化学賞まで）
⑥ キュリー夫人 宮津博 戯曲（ラジウムの発見・単離）
⑦ マリー＝キュリー 大野三郎 伝記（生涯記）
⑧ ラジウムの発見者 菅井準一 伝記（パリ遊学以降）
⑨ 科学に生きる女性 山中峯太郎 伝記（夫の死以降）
⑩ パリへ－『キュリー夫人自伝』より M.キュリー 自伝（パリ遊学まで）



































① その母その子 （無署名） 光村図書 ３ S２６－３５
② キューリー夫人 （無署名） 教育出版 ４ S２７－３５
③ マリーの勉強～キュリー夫人 （無署名） 大阪書籍 ４ S２９－４５
④ キュリー夫人 野村純三 学校図書 ４ S４３－５４








































④ 倉庫住まいの四年間 （無署名） 学校図書 ２ S２６－２８
⑤ キュリー夫人 清閑寺健 教育図書 ２ S２８－３６
⑥ キュリー夫人 宮津博 学校図書 ４ S２８－３６











⑨ 科学に生きる女性 山中峯太郎 教図研 １ S３７－４３
⑩ パリへ－『キュリー夫人伝』より マリー・キュリー 筑摩書房 ２ S４１－４６
⑪ キューリー夫人 湯浅年子 大修館 １ S２５－２７
⑫ ある日の読書会 （無署名） 三省堂 ４ S２７－３６
⑬ すぐれた婦人像 沼田睦子（生徒作品） 学校図書 １ S４１－４３
⑭ 人間の生き方について考えよう
－読書感想文を書く
（無署名） 三省堂 １ S４４－４６
〈表２ 戦後教科書における「キュリー夫人」教材の採録状況〉
＊「延採録数」は，当該教材を採録した教科書数（改訂版も含む）を示す。


































































































































































































































































































小 学 校 中 学 校
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ８’ ９ １０ １１ １２ １３ １４
Ⅰ 少女時代
１ 家庭環境 ○ ○ △ ○ ○ △ △
２ 占領下というポーランドの状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○
３ 記憶力・集中力のすぐれていたこと ○
４ 父の副視学官免職 △ △ △ △ △
５ 姉ゾーシャの死 △ △
６ ひそかに国語・国史を習ったこと ○ ○
７ 母の死 △ ○ △ △ △ △ ○ △
８ 友人の兄，反逆者として死刑に
９ 一年間の休暇 △
１０ 翼の大学（移動大学） △ ○
Ⅱ 家庭教師時代
１ ブローニャへの提案 △ ○ ○ ○ △ ○
２ ブローニャへの仕送り ○ ○ △ ○ △ △
３ Ｂ家での経験 △ △
４ Ｚ家で村の子どもたちに教える ○ △ △ △ ○ △
５ Ｚ家の長男との恋愛・結婚問題
６ ブローニャの結婚とパリへの誘い △ ○ ○ ○ ○
７ 父を思ってパリ遊学を断念する ○ ○
８ 農工業博物館で実験をする ○ ○ ○
Ⅲ パリ留学時代
１ ソルボンヌ大学入学 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △
２ 学生生活 ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
３ 物理学士試験，第一位で合格 △ △ △ ○ △ △
４ ピエール・キュリーと知り合う ○ ○ △
５ 数学士試験，第二位で合格 △ △ △ △
６ ポーランドかパリか ○ △
Ⅳ 結婚からラジウム発見まで
１ 結婚 △ △ △ △ △ ○ ○ △
２ 中等教員選抜試験に合格 △
３ イレーヌ誕生 △ △ △
４ ポロニウムの発見と命名 ○ ○ ○ ○ ○ ○
５ ラジウムの発見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６ マリーの研究に対するピエールの寄与 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ⅴ ピエールの死まで
１ 夫妻とも教師になる △ △ △
２ ラジウム塩を単離するまでの苦労 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○
３ ラジウム特許権のこと ○ ○
４ 博士号をとる △ △ △
５ ノーベル物理学賞受賞 △ △ △ △ △ △ △ △ △
６ ピエールがソルボンヌ大教授となる △ △ ○ ○
７ 次女エーブの誕生 △
８ ピエールの死とマリーの絶望 △ △ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △
〈表３ 「キュリー夫人」教材で採録されたエピソード〉



























小 学 校 中 学 校
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ８’ ９ １０ １１ １２ １３ １４
Ⅵ 第一次世界大戦まで
１ 研究の継続を決意する △ ○ ○ ○ △ ○ ○




６ 金属ラジウムの単離 △ △
７ ノーベル化学賞受賞 △ △ △ △ ○ △ ○ △
８ ラジウム研究所，キュリー館設立 △ △ △ △
Ⅶ 第一次大戦中のこと
１ 戦地で傷病兵の治療に当たる ○ ○ △ ○ ○
Ⅷ 死まで



































① ○ ○ ○
② ○ ○ ○ ○ ○ ○
③ ○ ○ ○ ○
④ ○ ○ ○ ○ ○ ○





② ○ ○ ○
③ ○ ○ ○
④ ○ ○ ○ ○
⑤ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑥ ○ ○ ○
⑦ ○ ○ ○ ○
⑧ ○ ○ ○ ○
’⑧’ ○ ○ ○ ○
⑨ ○ ○ ○ ○
⑩ ○ ○ ○
⑪ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑫ ○ ○ ○ ○
⑬ ○ ○ ○ ○ ○
⑭ ○ ○ ○ ○
〈表４ 国語教科書教材における「キュリー夫人」の人物像〉










































The purpose of this paper is to consider a part of image of woman in Japanese textbooks in postwar days
by examining teaching materials of ”Madame Curie.” The image of Madame Curie in teaching materials is as
follows,  Effort,  Love to her family,  Altruism,  Desire for learning,  Patriotism,  Cooperation
with her husband,  Love to her husband,  Being good mother. Some of these are manly images, and
images of Madame Curie are also manly ones. It shows the image that women can participate in the society
in the same way as men. The image of Madame Curie in Japanese textbooks swings between manly image
and classical womanly ones.
Image of Woman in Japanese Textbooks in Postwar Days
― A Focus on “Madame Curie”―
Shinji IKUTA
―１２６―
